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令和８年度 第１回函館市交通安全対策会議 会議録 

開催日時 令和８年６月３０日（火） 午後３時３０分～午後４時１０分 

開催場所 函館市役所本庁舎 ８階第１会議室 

 

議題 
（１）第１１次函館市交通安全計画の評価について 

（２）第１２次函館市交通安全計画の策定について 

（３）その他 
 

出席者 

（１）会長および委員                    （計１８名） 

大泉会長，今野委員（別府氏代理出席），杉澤委員（田中氏代理出席）， 

橋本委員，加藤委員（佐藤（憲）氏代理出席），井川委員，田村委員， 

佐藤（直）委員（藤原氏代理出席），佐藤（伸）委員（中野氏代理出席）， 

河奥委員（宮崎氏代理出席），宮田委員，春山委員，東出委員，木村委員， 

安田委員，池内委員，平井委員，川上委員 

[欠席]森委員 

 

（２）事務局                          

市民部次長            東出 瑞乃 

市民部交通安全課長        佐藤 進二 

市民部交通安全課主査       外﨑 洋亮 

市民部交通安全課指導担当     増山 洋子   

 

（３）傍聴者                          

一般傍聴者 ０名  報道関係者 ２名 
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 会 議 内 容 
 

開 会（午後３時３０分） 

 

【事務局（外﨑主査）】 

 ただ今から，第１回函館市交通安全対策会議を開催いたします。 

開会にあたり，本対策会議会長の函館市長・大泉からご挨拶を申し上げます。 

 

【会長】 

本日は，委員の皆様には，何かとお忙しい中，ご出席を賜り誠にありがとうござい 

ます。 

また，皆様におかれましては，日頃から地域の交通安全，ならびに本市の行政の推 

  進に対し，多大なるご協力を賜り，厚くお礼を申し上げます。 

   本日は，函館市における陸上交通の安全に関して，総合的に施策を網羅した函館市 

  交通安全計画の策定に向けた第１回目の会議でございます。 

   本市では，交通事故が大きな社会問題となっていた昭和４６年度の第１次函館市交 

  通安全計画の策定以来，現在まで関係機関・団体をはじめ，広く市民の皆様と連携を 

  図りながら，交通事故防止への様々な取組を進めてきた中で，第１１次計画が令和７ 

  年度をもって終了したことに伴い，このたび，令和８年度から５か年の第１２次の計 

  画を策定したいと考え，皆様にお集まりいただいた次第であります。 

   さて，今年は，自転車のいわゆる青切符制度が導入され，市民にとっては身近で便 

  利な交通手段であるため，あらためて，自転車が車両の仲間であり，車道を走ること 

が基本であることなど，あらゆる年齢層で交通ルール遵守への関心が高まっておりま 

す。特に，青切符の対象は１６歳以上の自転車利用者であり，本市では，これまで以 

上に高校での交通安全教室開催に力を入れているほか，警察や関係団体とも連携して， 

  通学路や街頭での啓発活動に取り組んでいるところであります。 

   交通安全対策については，自転車の安全利用以外にも高齢者が犠牲になる交通事故 

  なども大きな課題となっておりますが，官民を挙げた地域ぐるみで交通安全対策を推 

  進し，交通事故を１件でも減らしていくことが重要であると考えておりますので，皆 

  様にはより一層のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げて，開会にあたって 

  のご挨拶といたします。 

 

【事務局（外﨑主査）】  

次に，本日ご出席の委員をご紹介いたします。 

（出席者名簿により紹介） 

これより，議事に入りますが，本対策会議の条例において，会長が会務を総理する 

ことになっておりますので，議事の進行は市長が務めます。 

 

【会長】 

   それでは，次第の４，議事の（１）の第１１次函館市交通安全計画の評価について， 

  事務局から説明してください。 

 

 【事務局（佐藤課長）】 
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   （資料１～資料２により説明） 

 

 【会長】 

   ただ今の事務局からの説明について，委員の皆様からご意見・ご質問等があれば賜 

  りたいと思いますが，いかがでしょうか。 

 

 【平井委員】 

   第１１次計画期間中の令和７年に，自転車乗用中の死者数が３人となっていますが， 

  ３人の年齢層は分かりますか。 

 

 【事務局（佐藤課長）】 

   自転車乗用中の事故で亡くなった３人とも，７０歳代の男性となっています。 

 

 【平井委員】 

   分かりました。ありがとうございます。 

 

 【会長】 

   その他，ございますか。 

   （なし） 

   なければ，次に，（２）の第１２次函館市交通安全計画の策定について，事務局か 

  ら説明してください。 

 

 【事務局（佐藤課長）】 

   （資料３により説明） 

 

 【会長】 

   ただ今，事務局から説明がありましたが，今後は，幹事会で計画の素案を固め， 

  パブリックコメントを経て，本対策会議で計画を決定したいとのことでございます。 

   事務局からの説明について，委員の皆様からご意見・ご質問等があれば賜りたい 

  と思いますが，いかがでしょうか。 

 （なし） 

   ご意見・ご質問等がなければ，事務局の説明に沿って，計画策定を進めさせてい 

  ただきます。 

   最後に，（３）のその他ですが，委員の皆様からございますか。 

  

 【平井委員】 

函館市が独自に交通安全計画を策定して，対策を推進していくことは良いことだ 

  と思いますが，せっかく計画を策定するのであれば，函館市の交通事故の特徴を踏 

まえた計画にしてほしいと思います。 

先ほど説明があったように，令和７年の自転車乗用中における死亡事故の 100％ 

  が高齢者であることや，道内でも高齢者の多くが自転車を利用している地域である 

  こと，外国人観光客が非常に多い地域であること，それに加えて，市電が便利で多 

くの方に利用されている現状のほか，市電の線路がある交差点が多数あるなど，函 
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館市の特殊な交通事情なども踏まえて，計画を策定してほしいと思います。 

 

【会長】 

ありがとうございました。 

高齢者による自転車事故の多さや交差点の特殊な形状など，函館ならではのリス 

  クがあるのではないかとの平井委員からの指摘がありましたが，ぜひ，意見を参考 

にして，事務局ならびに幹事会で計画素案の作成に臨んでほしいと思います。 

その他，ございますか。 

（なし） 

ほかにないようでしたら，これをもちまして，会議を終了いたします。 

 本日は，お忙しい中，誠にありがとうございました。 

 

【事務局（外﨑主査）】 

  以上をもちまして，第１回函館市交通安全対策会議を閉会いたします。 

  本日は，誠にありがとうございました。 

 

閉 会（午後４時１０分） 

 


